
多古中央病院から

丁寧に仕上げます。
　完成した製品をお届けし、
お客様から最高の笑顔がいた
だけたときは喜びもひとしお。
やった甲

か

斐
い

があったと感じ、こ
れからの励みにもなります。
　少し残念に思うのは“値段が高い”という印象がある 
せいか、個人の方からの注文が少ないこと。良質な材料
を使いながら、より安い製品をお客様に提供できるよう
日々努力しています。
　既製品と違って、手造りはサイズが調整しやすいこと
が特徴。細かい部品を組み立てていく「組

くみ

子
こ

細
ざい

工
く

」の工法
により、衝

つい

立
たて

や仏壇などの製造も行っています。
　長持ちする、温かみがあるなど、木の良いところはた
くさんあります。これからも自分の仕事に誇りを持ち、
建具職人の古き良き伝統を守りながら、ぬくもりのある
製品をお届けできるよう努力していきます。

誇りを持って『木のぬくもり』を
お届けします

建具職人の一日
紹介者：飯田健一さん（五辻）

取材協力：飯田木工所

　和風の住宅には欠かせない、障子やふすまなどの建具
を親子二代で造り続けています。現在は父とわたしたち
夫婦、職人3人の計6人で仕事に当たっています。
　注文を受けると、すぐに現場に伺って寸法を測り、自
宅の工場で製造します。ほとんどの製品が1日では仕上
がらず、数日がかりで造り上げます。仕上がった製品は
現場で最終調整。かんなやのこぎりを使って、1ミリの
狂いも無いよう整えます。
　障子・ふすまの製造や張り替えのほか、最近は洋間の
ドアなどの注文も増えています。ときにはお客様が設計
したものを造り上げることもあり「できるだけお客様の
イメージどおりに」という思いを抱きながら、一つ一つ
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。
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。
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受
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。
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町職員の勤務終了時刻が　

「午後５時15分」 に変わります！

一
杯
飲
ん
だ
ら

栓
を
し
よ
う
。

　4 月 1 日から、町職員の勤務終了時刻が 

「午後 5 時 30 分」から「午後5時15分」に 

変わります。

　これは国の人事院勧告に基づき、職員の

勤務時間を国や県、他の市町村に合わせて

15 分短縮することに伴うものですので、

ご理解とご協力をお願いいたします。

　お問い合わせ●総務課庶務係

　　　　　　　　☎ 76-2611

４月１日から
町職員の勤務終了時刻が　

「午後５時15分」 に変わります！
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